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研究要旨	
予防接種基本計画(平成 26年 3月厚生労働省告示 121号)では、MR ワクチンを含む混
合ワクチン、改良インフルエンザワクチン、ノロウイルスワクチン、RS ウイルスワ	ク
チン、帯状疱疹ワクチンの 6つのワクチンの開発優先度が高いとしている。新しいワク	
チンかが市場に導入される場合、疾病負荷の減少によるワクチン効果の評価、予想され

ない	副反応の探知と因果関係の検討による安全性の評価は極めて重要となる。ワクチ
ンの効果	を評価するためには、ベースラインとなる導入前の疾病負荷の評価が必要で
あるが、インフルエンザを除き、対象となる感染症の疾病負荷は十分に示されていない。

疾病負荷は、	継続的に評価することが必要となる。	 	
本研究は、ワクチン開発優先度の高い疾患の疾病負荷を医療ビッグデータ、すなわち、	
全国のレセプト情報を用いた	 NDB や今後利用可能となる次世代医療基盤法に基づく
データ等の診療情報を用いることで継続的に評価できるシステムと、重篤な副反応の探

知と検証を行えるシステムの構築を目的とする。	 	
なお本分担研究では、次世代医療基盤法に基づくデータ等の入手ができるまでの間、同	
等のデータセットを作成可能な、全国の国立病院	 63 施設より年間	 190 万患者の電子
カルテ	情報を自動収集する診療情報集積基盤(NCDA)用い、本研究目的のためのデー
タの収集・	分析活動を行うためのシステム構築・運用及びそのテストを行うことを目
的とする。	
本年度において次世代医療基盤法に基づくデータについては提供の目処は立つとの調

査結果を得たが、コスト面での折り合いはつかず本研究内での利用は見送ることとし

た。また、NCDAでの分析においては今後の安定的な調査において課題であった処理速
度の改善を行い、実際の安定的な調査の実施の目処をつけることができた・	  
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A.目的 
 予防接種基本計画(平成 26 年 3 月厚生労

働省告示 121 号)では、MR ワクチン を含

む混合ワクチン、改良インフルエンザ ワク

チン、ノロウイルスワクチン、RS ウイ ル

スワクチン、帯状疱疹ワクチンの 6 つの ワ

クチンの開発優先度が高いとしている。 新

しいワクチンが市場に導入される場合、 疾

病負荷の減少によるワクチン効果の評価、 

予想されない副反応の探知と因果関係の検 

討による安全性の評価は極めて重要となる。 

ワクチンの効果を評価するためには、ベー 

スラインとなる導入前の疾病負荷の評価が 

必要であるが、インフルエンザを除き、対 

象となる感染症の疾病負荷は十分に示され 

ていない。疾病負荷は、継続的に評価する 

ことが必要となる。 

現在、予防接種後の有害事象は、予防接種

後副反応疑い報告制度によって報告され 

る。これには、副反応以外に、ワクチンと

は無関係の様々な健康被害が紛れ込むこと 

や、特定の有害事象が報道などで社会的に 

注目されることによる報告バイアスが起こ 

りやすい等があり、得られたデータを真の 

副反応の探知や検証に用いるのは困難であ 

る。また、副反応が懸念される事象が探知 

された場合、医療機関の協力のもとで速や

かな疫学調査が必要であり、一方向の報告 

システムでは因果関係の検証は困難である。 

本研究は、ワクチン開発優先度の高い疾 

患の疾病負荷を医療ビッグデータ、すなわ

ち、全国のレセプト情報を用いた NDB や 

今後利用可能となる次世代医療基盤法に基 

づくデータ等の診療情報を用いることで継 

続的に評価できるシステムと、重篤な副反

応の探知と検証を行えるシステムの構築を 

目的とする。 

なお本分担研究では、次世代医療基盤法 に

基づくデータ等の入手ができるまでの間、 

同等のデータセットを作成可能な、全国の 

国立病院 63 施設より年間 190 万患者の

電子カルテ情報を自動収集する診療情報集

積基盤(NCDA)用い、本研究目的のための 

データの収集・分析活動を行うためのシス 

テム構築及び運用およびそのテストを行う

ことを目的とする。 

 
 

B.方法 
本研究において本目的を達成するため、

NCDA のフィージビリティテストを行う

ことが良いという結論に至り、平成 31 年 

3 月の倫理審査委員会において資料 1 に

示す研究計画が承認され、そこに書かれた

研究を実施した。 

また、本来この研究で実現すべき次世代医

療基盤法に基づくデータでの分析について、

その可能性についての調査を実施した。  

 

 

C.結果 
1、次世代医療基盤法に基づくデータと 

NCDA の代替可能性について 

本研究においては、本来次世代医療基盤法 

に基づくデータ等で実施できるシステムを 

構築することを目的にしており、NCDA を 

使った研究はそのパイロット的な位置づけ 

である。ただし、両者のデータの状況が大 

きく異なる場合にはパイロットとしての成 

果が本来のデータセットを利用する際に利 

用できない可能性が出てくる。 そこで、2
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者がどのような関係であるかに ついての

調査の報告を行う。 国立病院機構の保有す

る NCDA については参考資料に現況のパ

ンフレット、仕様書等を添付しているとこ

ろである。  

次世代医療基盤法に基づくデータベースに

ついては、令和元年１２月に認定事業者第

１号が、令和２年６月に第２号が、令和 4

年 4 月に第３号が出たところである。 

そのうち、第２号の認定事業者である一般

財団法人日本医師会医療情報管理機構（以

下 J-MIMO）について、国立病院機構と契

約を結び、NCDA データを令和３年度から

J-MIMO に提供することとなった。資料２

J-MIMO認定のプレスリリースを資料３に

国立病院機構函館病院の届出を示す。 

令和 4 年 3 月現時点においても J-MIMO

が保有することとなる病院のデータはすべ

て国立病院機構の NCDA 由来のデータで

あり、NCDA での分析結果及び手法が次世

代医療基盤法に基づくデータでも流用の可

能性が非常に高いということがはっきりし

ている。 

また、J-MIMO においては令和３年度より

第３者へのデータ提供を開始している。本

研究班からのヒヤリングをJ-MIMOに対し

て実施したところ本研究におけるアウトプ

ットについて提供は可能であり、コストと

しては年500〜1000万程度と想定している

との回答を得ている。 

現時点では本研究班には上記データの利

用料を支払えるだけの資金余力はなく、ま

た、NCDA データとデータソースとして同

一である状況であるため、本研究期間内に

おいては次世代医療基盤法に基づくデータ

での利用は行わず、引き続き NCDA データ

での研究において成果を出すこととする。 

 
2、ワクチン開発優先度の高い疾患の疾病 

負荷を継続的に評価できるシステムの運用 

にむけた調査について 

本研究については資料 1 の通りの内容で令

和２年 3 月に倫理審査の承認をえて研究を

開始した。本年度は昨年度実施したはノロ

ウィルスと RS ウィルスに関して調査（結

果は以下に示す）について、今後全ウィル

スでの調査を実施していく上で課題となっ

てくるであろう処理時間の短縮について取

り組むこととした。 

 

 

 
昨年度実施した際、データ抽出にかかる

時間が１傷病あたり１週間程度の時間が

かかっていた。このまま全体に拡大する

と本来の目的であるモニタリングとして

の処理ができない恐れがあったが、機器

の追加とコードの見直しで数倍の効率増

を達成することができた。また NCDAの
データベースをクラウドに載せ替える等
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のシステム改修に着手し、大幅な速度改

善が見込める状況となり、１傷病あたり

数時間程度での作業ができるところまで

の見直しを行うことができた。 
 

D.考察・結論 
上記の結果から、昨年度の時点でノロウィ

ルスと RS ウィルスについて罹患患者が月

時単位で正確に抽出できることがわかって

いたが、それをリーズナブルな時間コスト

で継続し調査・報告ができることがわかっ

た。 

今後、他のウィルスにも調査を拡大してい

くとともに NDB を利用した他研究との比

較を実施することによって、本研究の目的

を達成していきたい。 

 

Ｆ．研究発表 
 
１．論文発表 
 

なし 
 
２．学会発表 
 

なし 
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（参考資料） 
１．NCDA システム仕様書 
 
SS-MIX2 を用いた診療情報データベース構築の為の SS-MIX2 モジュール技術
仕様書 
1. システム要件 

国立病院機構の各病院にて「国立病院機構診療情報分析基盤(NCDA)」に参加する為に調達

する SS-MIX２モジュールの機能は以下の通りである。 但し、本体の電子カルテシステム

等の仕様上、作成が不可能であるものについては作成を要しない。その場合、何が不可能

かを導入標準作業手順書に記載すること。 

1.1 SS-MIX2 Ver.1.2d 機能 

SS-MIX2 Ver.1.2d に準拠することとして、以下の機能を有すること。 

• 日本医療情報学会発行の「SS-MIX2 標準化ストレージ構成の説明と構築ガイドラ

イン Ver.1.2d」、「SS-MIX2 拡張ストレージ構成の説明と構築ガイドライン

Ver.1.2d」、「SS-MIX2 標準化ストレージ仕様書 Ver.1.2d」、「標準化ストレージ仕

様書別紙：コード表 Ver.1.2d」、「SS-MIX2 拡張ストレージ構成の説明と構築ガイ

ドライン Ver.1.2d 別紙：標準文書コード表」に記載している仕様に対応している

こと。（尚、当初 Ver.1.2c 準拠としていたが、標準ストレージ部分では Ver.1.2c
からの変更点について影響がないため Ver.1.2d 準拠ということとした。） 

• 標準化ストレージ、拡張ストレージ、トランザクションストレージ、インデックス

データベースの４つのファイルを生成すること。 

• 標準化ストレージにはデータ種別として 36 種のデータを出力すること。 

（表 1-1 標準化ストレージ格納データ） 

No データ種別 種別名称 
HL7 メッセージ

型 

1 ADT-00 患者基本情報の更新 ADT^A08 

2 ADT-00 患者基本情報の削除 ADT^A23 

3 ADT-01 担当医の変更 ADT^A54 
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No データ種別 種別名称 
HL7 メッセージ

型 

4 ADT-01 担当医の取消 ADT^A55 

5 ADT-12 外来診察の受付 ADT^A04 

6 ADT-21 入院予定 ADT^A14 

7 ADT-21 入院予定の取消 ADT^A27 

8 ADT-22 入院実施 ADT^A01 

9 ADT-22 入院実施の取消 ADT^A11 

10 ADT-31 外出泊実施 ADT^A21 

11 ADT-31 外出泊実施の取消 ADT^A52 

12 ADT-32 外出泊帰院実施 ADT^A22 

13 ADT-32 外出泊帰院実施の取消 ADT^A53 

14 ADT-41 転科・転棟(転室・転床)予定 ADT^A15 

15 ADT-41 転科・転棟(転室・転床)予定の取消 ADT^A26 

16 ADT-42 転科・転棟(転室・転床)実施 ADT^A02 

17 ADT-42 転科・転棟(転室・転床)実施の取消 ADT^A12 

18 ADT-51 退院予定 ADT^A16 

19 ADT-51 退院予定の取消 ADT^A25 
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No データ種別 種別名称 
HL7 メッセージ

型 

20 ADT-52 退院実施 ADT^A03 

21 ADT-52 退院実施の取消 ADT^A13 

22 ADT-61 アレルギー情報の登録／更新 ADT^A60 

23 PPR-01 病名（歴）情報の登録／更新 PPR^ZD1 

24 OMD 食事オーダ OMD^O03 

25 OMP-01 処方オーダ RDE^Ｏ11 

26 OMP-11 処方実施通知 RAS^O17 

27 OMP-02 注射オーダ RDE^Ｏ11 

28 OMP-12 注射実施通知 RAS^O17 

29 OML-01 検体検査オーダ OML^O33 

30 OML-11 検体検査結果通知 OUL^R22 

31 OMG-01 放射線検査オーダ OMG^O19 

32 OMG-11 放射線検査の実施通知 OMI^Z23 

33 OMG-02 内視鏡検査オーダ OMG^O19 

34 OMG-12 内視鏡検査の実施通知 OMI^Z23 

35 OMG-03 生理検査オーダ OMG^O19 
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No データ種別 種別名称 
HL7 メッセージ

型 

36 OMG-13 生理検査結果通知 ORU^R01 

 「SS-MIX2 標準化ストレージ構成の説明と構築ガイドライン Ver.1.2d p11」   

1.2 拡張ストレージへの出力機能 

現在の SS-MIX2 モジュールでオプションとして既に導入している拡張ストレージへの出

力機能は、そのまま提供すること。また、1.3.0 で規定する出力を行うこと。 

1.3 NHO 対応としての設定 

1.3.0 拡張ストレージへの出力機能 

各社の SS-MIX2 モジュールの拡張ストレージへの出力機能を利用し、以下の情報を出力す

ること。その際、 日本医療情報学会発行の「SS-MIX2 拡張ストレージ構成の説明と構築

ガイドライン Ver.1.2d」に記載している仕様に対応していること。また、トランザクショ

ンストレージ、インデックスデータベースも同時に生成すること。 

N
o 

データ種別 種別名称 
HL7 メッセ

ージ型 

1 
L-OBSERVATIONS^OBSERVATI
ONS^99ZL01 

バイタル検査結果 
HL7 V2.5  

ORU^R30 

2 
^（ローカル名称）^^11506-3^経過
記録^LN 

診療録（外来/入院含

む） 
HL7 CDA 
R2 

2.
1 

（̂ローカル名称）̂ ^34108-1^外来
診療録^LN 

診療録（外来）（入

院・外来が別の場

合） 

HL7 CDA 
R2 

2.
2 

^（ローカル名称）^^34112-3^入院

診療録^LN 

診療録（入院）（入

院・外来が別の場

合） 

HL7 CDA 
R2 
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N
o 

データ種別 種別名称 
HL7 メッセ

ージ型 

3 
（̂ローカル名称）̂ ^18842-5^退院

時サマリー^LN 
退院時サマリー 

HL7 CDA 
R2 

4 
（̂ローカル名称）̂ ^57133-1^紹介
状^LN 

診療情報提供書 
HL7 CDA 
R2 

1.3.1 バイタル検査結果通知の出力 

（１）バイタル検査結果通知のデータを、別紙の形式で拡張ストレージに出力する。 尚、

「診療日」に出力する日付は OBX-14 トランザクション日時（測定した日）とする。 

（２）ファイル作成の単位は、データの格納構造として日付の下にあるため、最大でも一

日分が１ファイルにまとまっている形とする。一日の中で測定のたびに作成するのでも良

い。 一日１ファイルなら、特定キーは測定日を出力する。一日に複数回のデータを出力す

る場合は、特定キーに測定日の時間まで（YYYYMMDDHH）出力すること。 

1.3.2 バイタルデータの項目及び形式等 

（１）バイタルデータとして取得する項目は、「拡張期血圧、収縮期血圧、脈拍数、呼吸

数、体温」の５項目とする。 

（２）OBX-3 検査項目に出力するコードは JLAC10 コードとする。バイタルデータを参考

に適切な JLAC10 を選択すること。 

（３）上記以外の項目を SS-MIX2 に出力することは問題ないが、今回の対応では扱わない。

但し、今後の検討で仕様として扱うことになる場合は、JLAC10 コードを基準とした標準

コードを必須とすることを想定している。この今後想定される検査項目は別表として提供

する。 

1.3.3 標準コード変換機能 

SS-MIX2 データの出力に際しては、コードのマッピング表などに従って、院内のローカル

コードを厚労省が定める標準コードに変換する機能を有すること。またマッピング表につ

いては、容易にその内容を変更できるマスターメンテナンスプログラム等の機能を有する

こと。 
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JLAC10 コード、JANIS コード、HOT コードについては、機構病院が NCDA 事業に参加す

る場合においては機構から提供する。 

1.3.4 標準化ストレージにおける文字コードについて 

メッセージの文字コードについては、「標準化ストレージガイドライン」で示されている

とおり、1 バイト系文字は ISO IR-6（ASCII）、2 バイト系文字は ISO IR87 （JIS X 0208 
第一水準、第二水準）とする。 ただし現実には上記以外の文字コードが電子カルテシステ

ムに登録されている可能性があるため、以下のように対応することとする。 

1 半角カナ文字 → 全角カナ文字に置き換えて SS-MIX2 に出力する。 
2 外字 → ■で置き換えて SS-MIX2 に出力する。 
3 環境依存文字については変換表を機構より提供するのでそれにより変換して SS-MIX2
に出力する。 

1.3.5 単位の文字表記の統一 

SS-MIX2 データの出力に際して、臨床検査データの OBX セグメントの 6 フィールド目の

単位の文字表記を統一すること。 

【単位の文字表記の統一ルール例】ASCII コードで表記すること 

  ・かける → .（ドット） 
  ・乗 → *（アスタリスク） 
  ・μ → u（小文字ユー） 
  ・語尾に名称 → （）で 
  ・℃ → cel 
  ・‰ → permil 
  ・個 → pcs 
 
 
【上記ルールの適用例】 
   ・ｍＬ      → mL （ASCII コード） 
   ・X10＾2/μl → .10*2/uL （かける、乗、μ） 
   ・/HPF    → /(hpf) （語尾に名称） 

1.3.6 単位変換機能 

SS-MIX2 データの出力に際して臨床検査データの単位に関しては、JLAC10 コードごとに、

機構が定める単位に変換を行った上で SS-MIX2 データを生成すること。 尚、JLAC10 コ
ード別の単位表は別途機構から提供する。単位表は「SS-MIX2 標準化ストレージ仕様書

Ver.1.2」にも別表として添付する。 
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【単位変換例】 

JLAC10 コード 数値 単位 → JLAC10 コード 数値 単位 

1A0250000001272

01 
10.5 mg/l 

  

→ 

1A025000000127

201 
1.05 mg/dL 

1.3.7 計測値等の表記方法について 

（１）定性値・検出限界以下・検出限界以上の表記 

• OBX（検体検査結果）セグメントの５フィールド目（検査値）に検査結果を記述す

る場合、現在そのデータ形式は OBX-2 フィールドの説明にあるように NM 型、ST
型、CWE 型のうちいずれかの形式で記述することとなっている。 

• 今回の仕様では、定性値・検出限界以下・検出限界以上のデータについては、SN
型の表現方法を用いて SN 型の”^”を” “（スペース）に置き換える。 

• この件の説明は、「SS-MIX2 標準化ストレージ仕様書 Ver.1.2」 P104 表 3-77 検
査結果セグメント（OBX）定義 の OBX-2 の項目説明にも記述する。 

（２）複数の要素が一つの値で表現されている場合の表記 

 複数の要素が組み合わされ一つの結果値として表記されている場合は、それぞれの要素

に分離して表記すること。例えば定量値とクラス値が組み合わされた結果値については、

定量値とクラス値に分離する。 

 【定量値とクラス値の分離の例】 

定量値とクラス値が組み合わされた例 

検査名称 院内コード 結果値 

ﾑﾝﾌﾟｽ Virus IgG 001591 2.3(±) 

       ↓   

定量値とクラス値を分離した例   
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SS-MIX2 標準コード 
院内コー

ド 
結果

値 
備考 

5F432143102302304 001591 2.3  

5F432143102302311 001591 +- 
（半角スペース 2 つプラスマイナ

ス） 

1.3.8 トランザクションストレージのデータ保持期間 

 トランザクションストレージのデータ保持期間は、現在の標準化ストレージ及び拡張ス

トレージを作っているデータの再現に必要な分だけ保持しておくこと。 

1.3.9 ST 型の長さ 

• RXE-23(与薬速度)は ST 型で長さが 6 であるが、正負の記号と小数点を考慮し（例: 
+266.865）、本事業では 8 桁まで許容するものとする。 

• CX 型は先頭成分が ST 型で長さが 15 であるが、IN1-10(被保険者グループ雇用者

ID)に長い名称の保険者が出力される場合などを考慮し、本事業では CX 型の先頭

成分は 30 桁まで許容するものとする。 

• XAD 型は第 8 成分(その他地理表示)が ST 型で長さが 50 であるが、全角 50 文字
(100 バイト)と解釈しているシステムがあり半角文字で 100 文字登録出来るため、

本事業では XAD 型の第 8 成分は 100 桁まで許容するものとする。 

1.3.10 トランザクションストレージのファイル切り替え機能 

SS-MIX2 の仕様上、トランザクョンストレージはカレントの日付が変わった時点、もしく

は記録中のトランザクションデータファイルのファイルサイズが一定量を超えた時点で、

新たなファイルを作成して記録先を切り替えるものとするとなっているが、同一日付内に

おいて一定時刻（例えば 17:00）を経過した時点で記録先を切り替える機能を追加する。 
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͘ɼҫྏๅखѽंۂࣆͺɼຌਕͶ௪எͤΖͳͳͶɼकແͶ͜ड़ͪͳ͘ͺɼҫྏๅΝఈಙ໌Յҫྏ
ๅࡠंۂࣆͶͤڛΖ͞ͳ͗Ͳ͘ΉͤɽຌਕʀՊଔͺͨҪଔͺɼҫྏๅڛΝం͏ͪ͢ࢯɼҫྏๅ
खѽंۂࣆʤͺ֚ҫྏๅखѽ͗ंۂࣆҗͤΖͦ૯ʥͶଲ͢ͱɼ͏ͯͲڛంࢯΝٽΌΖ͞ͳ͗Ͳ͘
Ήͤɽ 
ii फॄͤΖυʖνҮͺ਼೧͖ؔ͜ͱॳ࣏֨ͤΖܯժͲͤɽ 
iii ಼ֵැʀช෨Ռָʀਫ਼࿓ಉʀۂࢊࡃܨʰҫྏڂݜͶͤࣁΖͪΌಙ໌ՅҫྏๅͶؖͤΖ๑
ཱͳݺਕๅฯޤͶؖͤΖড়ྭͳؖܐͶͯ͏ͱ ʤɦबஎʥʤฑ 31 ೧ 2 ݆ 22 ೖրਜ਼ʥͶ͕͏ͱɼஏ๏ޮڠର͗
ฯ༙ͤΖҫྏๅʤฯ݊ෳࢳๅΝʥΝఈंۂࣆͶͤڛΖ͞ͳͺɼݺਕๅฯޤড়ྭͶ͕͜Ζʰ๑ྫͶخͰ
͚ʱͶ֚ͤΖͳ͓ߡΔΗΖͳ͠Ηͱ͏ΉͤɽΉͪɼช෨Ռָ݊گ߃үʀৱү՟ௗʰҫྏڂݜ
ͶͤࣁΖͪΌಙ໌ՅҫྏๅͶؖͤΖ๑ཱߨࢬͶָ͑ߏͶ͕͜Ζखѽ͏Ͷͯ͏ͱ ʤɦྫݫ೧ 5 ݆ 23 ೖʥ
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Ͳͺɼָߏฯ݊҈સ๑ͶخͰ͚݊߃ਏஇ݃Վ͗ಋ๑Ͷ͕͜ΖҫྏๅͶ֚͢ɼָ֦ߏઅं͖Δָ݊ߏਏ݃
ՎΝఈंۂࣆͶͤڛΖ͞ͳ͗Նͳ͠Ηͱ͏Ήͤɽ 
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⥆⥅ࠊࡣ㈇Ⲵࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ♧༑ศࡣ㈇Ⲵࡢឤᰁࡿ࡞㇟ᑐࠊࡁ㝖ࢆࢨ࢚ࣥ

ⓗホ౯ࡀࡇࡿࡍᚲせࠋࡿ࡞�

� ⌧ᅾࠊண㜵᥋✀ᚋࡢ᭷ᐖ㇟ࠊࡣண㜵᥋✀ᚋᛂ࠸ሗ࿌ไᗘ࡚ࡗࡼሗ࿌ࠋࡿࢀࡉ

ᐃ≉ࠊࡸࡇࡴ㎸ࢀ⣮ࡀᗣ⿕ᐖ࡞ࠎᵝࡢ㛵ಀ↓ࡣࣥࢳࢡ࣡ࠊᛂ௨እࠊࡣࢀࡇ

ࡀ➼࠸ࡍࡸࡾࡇ㉳ࡀࢫࣂሗ࿌ࡿࡼࡇࡿࢀࡉ┠ὀⓗ♫࡛࡞ሗ㐨ࡀ㇟᭷ᐖࡢ

ᛂࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡣࡢࡿ࠸⏝ド᳨ࡸ▱᥈ࡢᛂࡢ┿ࢆࢱ࣮ࢹࡓࢀࡽᚓࠊࡾ࠶

ᚲせ࡛ࡀᏛㄪᰝ࡞ࡸ㏿࡛ࡶࡢ༠ຊࡢ་⒪ᶵ㛵ࠊሙྜࡓࢀࡉ▱᥈ࡀ㇟ࡿࢀࡉᠱᛕࡀ

�ࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡣド᳨ࡢᅉᯝ㛵ಀࡣ࡛࣒ࢸࢫࢩሗ࿌ࡢ᪉ྥ୍ࠊࡾ࠶

� ࠊ࣒ࢸࢫࢩࡿࡁホ౯࡛ⓗ⥆⥅ࢆ㈇Ⲵࡢᝈ࠸㧗ࡢ㛤Ⓨඃඛᗘࣥࢳࢡ࣡ࠊࡵࡓࡢࡑ

㔜⠜࡞ᛂࡢ᥈▱᳨ドࡢ࣒ࢸࢫࢩࡿ࠼⾜ࢆᵓ⠏ࡀᚲせࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ�

� 㸰㸮㸯㸶ᖺḟୡ௦་⒪ᇶ┙ἲࡀ⾜ୖࠊࢀࡉグ࣒ࢸࢫࢩࡢᚲせࡀࢱ࣮ࢹ࡞ㄆᐃᴗ⪅

ࠊࡀࡿ࡞ヰࡢᖺඛᩘࡣࡢࡿࡲጞࡀ㞟ࢱ࣮ࢹᐇ㝿ࠋࡓฟ᮶ࡀࡳ⤌ᯟࡿධᡭ࡚ࡌ㏻ࢆ

㞟㛤ጞᚋࣥࢳࢡ࣡ࡄࡍ㛤Ⓨඃඛᗘࡢ㧗࠸ᝈࡢ㈇Ⲵࢆ⥅⥆ⓗホ౯࡛ࢸࢫࢩࡿࡁ

�ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡿࡁ࡛⏝㐠ࡀ࣒

�
���ホ౯㡯┠�
ձ◊✲ᑐ㇟ࡢࣥࢳࢡ࣡ࡿ࡞᥋✀㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ղ◊✲ᑐ㇟ࡿ࡞യࡢⓎ㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ᮇ㛫ู࣭ᆅᇦู࣭ᖺ㱋ศᕸูᐇ㸦Ⓨ㸧ᩘࢆ㞟ィࠊࡋᮏ⌮ᑂᰝࢆᐇࡢࡵࡓࡿࡍ

� ⌮ᑂᰝጤဨ�

ᢎㄆᚋ�

㸰㸮㸯㸷㹼㸰㸰ᖺ�

ᖺ㸯ᅇ⛬ᗘ⧞ࡾ㏉ࡋ�

� 㸰㸮㸰㸰ᖺ㸱᭶�

�ഛ࣭ᢳฟᩚࢱ࣮ࢹ

࣋ࢱ࣮ࢹ$'&1
�ഛᩚࡢࢫ࣮

�ᢳฟࢱ࣮ࢹ � �

ゎᯒ�
�

ᢳฟࣟࡢࢡࢵࢪ
᳨ウ࣭☜ᐃ�

�

� 㞟ィసᴗ�
ࡢࢱ࣮ࢹẚ㍑�

�
ᢳฟࣟࢵࢪ
�ࡋ┤ぢࡢࢡ

�
ᡂᯝⓎ⾲�

65



�

�
�

◊✲㈨㔠࡛ࠕࡿ࠶㛤Ⓨඃඛᗘࡢ㧗ࡢࣥࢳࢡ࣡࠸᭷ຠᛶ࣭㈇ⲴཬࡧᏳᛶ࣭ᛂࡢ

ホ౯㈨ࡿࡍ་⒪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡓ࠸⏝ࢆ➼ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅᵓ⠏㛵ࡿࡍ᥈⣴ⓗ◊✲ࠖ◊✲

ࡿ࠸࡚ࡋᐇ࡚ࡋ⾜୪࡚ࡋ✲◊ศᢸࡢู࡚࠸࠾⌜ �ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣝࢼࣙࢩࢼ�%'1
ឤᰁⓎ⏕ືྥㄪᰝ㸦1(6,'㸧ࡢ✲◊ࡢ✀ྠ࡚ࡋࢫ࣮ࢯࢱ࣮ࢹࢆẚ㍑࠺⾜ࢆ�
ճᛂࡢⓎ⏕㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ࡢ࡚࠸ࡘⓎࡢയࡿ࠺ࢀࡽ࠼⪄ࡀᛶ⬟ྍࡢᛂࠊሗࡿࡍ㛵✀᥋ࣥࢳࢡ࣡

ሗࡏࢃྜࡳ⤌ࢆᮇ㛫ู࣭ᆅᇦู࣭ᖺ㱋ศᕸูᩘࡢࡑ㢖ᗘ㛵࡚ࡋ㞟ィࠊࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ

ࣥࢳࢡ࣡࠸㧗ࡢ㛤Ⓨඃඛᗘࠕࡿ࠶㈨㔠࡛✲◊ࡢࡵࡓࡿࡍᐇࢆᮏ⌮ᑂᰝࢱ࣮ࢹࡢࡑ

ࢹࡓ࠸⏝ࢆ➼ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅ་⒪ࡿࡍ㈨ホ౯ࡢᏳᛶ࣭ᛂࡧ᭷ຠᛶ࣭㈇Ⲵཬࡢ

ᐇ࡚ࡋ⾜୪࡚ࡋ✲◊ศᢸࡢู࡚࠸࠾⌜✲◊ࠖ✲◊᥈⣴ⓗࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮

ࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿࡍᚓ࡚㞟ࢆ༠ຊࡢ་ᖌࢆࢱ࣮ࢹࡢಙṔ୧᪉ཷ᥋✀Ṕࣥࢳࢡ࣡ࡿ࠸࡚ࡋ

�ࠋ࠺⾜ࢆẚ㍑ࡢ✲◊ࡢ✀ྠ࡚ࡋࢫ࣮ࢯࢱ࣮ࢹ
�
㸯㹼㸱࡚࠸ࡘ୪⾜࡚ࡋᐇࡢࢱ࣮ࢹ✲◊ࡿ࠸࡚ࡋ㞳ࡀ࠸ࡁሙྜࠊࡣ㞳ࡢཎ

ᅉࢆㄪᰝࢱ࣮ࢹࠊࡋᢳฟࣟࢆࢡࢵࢪぢ┤࡚ࡋ㸰ᅇ┠ࠊ㸱ᅇ┠ࡢᢳฟ࡚࠸࠾ᗘࢱ࣮ࢹ

ᢳࡢࡽࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡃᇶ࡙ḟୡ௦་⒪ᇶ┙ἲࢆィ⤫࡞☜ṇ࡚ࡋᏳᐃࠊ࠸⾜ࢆẚ㍑ࡢ

ฟ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ⢭ᗘྥୖࢆᅗࠋࡃ࠸࡚ࡗ�
�

�ࣥࢨࢹ✲◊���
�ᴫせࣥࢨࢹ�����
ほᐹ◊✲㸦ᶓ᩿◊✲㸧�
�����┠ᶆⓏ㘓ᩘ�
�㸯㸮㸮�㸮㸮㸮࡚ࡋᩘ⪅ᐃᝈࡢෆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

�����◊✲ᮇ㛫�

⥲◊✲ᮇ㛫㸸チྍࡽ࡚ࢀࡉ ����ᖺ �᭶ ��᪥࡛ࡲ�
�
���ᑐ㇟�
�����㑅ᢥᇶ‽�
�㸧ᑐ㇟ࡿࡍ㝔ᝈ�
ձᑐ㇟㝔㸸66�0,;࡚�㞟$'&1ࡿࢀࡉཧຍࡿࡍ㝔�
�ᾏ㐨࣮ࢱࣥࢭࢇࡀ�ᾏ㐨་⒪࣮ࢱࣥࢭ�᪫ᕝ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᖏᗈ㝔�ภ㤋㝔�ᘯ๓㝔�
ྎ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ྎすከ㈡�ᐑᇛ㝔�Ỉᡞ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�㧗ᓮ⥲ྜ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᕝ་⒪

ࢭ�ᮧᒣ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᮾி㝔�ᮾி་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᇸ⋢㝔�ᮾᇸ⋢㝔�༓ⴥ་⒪࣮ࢱࣥࢭ

�ಙ࣮ࢱࣥࢭ་⒪ࡶࡘࡲ�᰿㝔�┦ᶍཎ㝔�す᪂₲୰ኸ㝔⟽�࣮ࢱࣥࢭ�ᶓ་⒪࣮ࢱࣥ
ᕞୖ⏣་⒪࣮ࢱࣥࢭ�㔠ἑ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�་⋤㝔�㛗Ⰻ㝔�㟼ᒸ࡚࣭ࢇࢇ⚄⤒་⒪ࢱࣥࢭ

࣮�ኳ❳㝔�㟼ᒸ་⒪ྂྡ�࣮ࢱࣥࢭᒇ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᮾྡྂᒇ㝔�୕㔜㝔�୕㔜୰ኸ་⒪
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ࣥࢭ�ጲ㊰་⒪࣮ࢱࣥࢭ�༡ி㒔㝔�㜰་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ி㒔་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᩔ㈡་⒪࣮ࢱࣥࢭ

�ᗈᓥす࣮ࢱࣥࢭ�ᒸᒣ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᯇỤ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�⡿Ꮚ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�༡ḷᒣ་⒪࣮ࢱ

་⒪࣮ࢱࣥࢭ�࿋་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᒣཱྀᏱ㒊་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᒾᅜ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�㧗ᯇ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�
ᅄᅜ࣮ࢱࣥࢭࢇࡀ�㧗▱㝔�ᑠ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᕞ࣮ࢱࣥࢭࢇࡀ�ᕞ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�⚟ᒸᮾ

་⒪࣮ࢱࣥࢭ�Ꮀ㔝་⒪࣮ࢱࣥࢭ�㛗ᓮ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�⇃ᮏ་⒪ู�࣮ࢱࣥࢭᗓ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�㒔
ᇛ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�㮵ඣᓥ་⒪࣮ࢱࣥࢭ�ᣦᐟ་⒪࣮ࢱࣥࢭ��
ղᑐ㇟ᝈ㸸�05࣡ࡴྵࢆࣥࢳࢡΰྜ࣡ࠊࣥࢳࢡᨵⰋࣝ࢘ࣟࣀࠊࣥࢳࢡ࣡ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ

56ࠊࣥࢳࢡ࣡ࢫ ࢆࡇࡿࡍண㜵ࡀࣥࢳࢡ࣡ࡢࡘ㸴ࡢࣥࢳࢡ࣡⑈⑁≦ᖏࠊࣥࢳࢡ࣡ࢫࣝ࢘

ᮇᚅࡿ࠸࡚ࢀࡉᝈཬࡀࣥࢳࢡ࣡ࡢࡑࡧཎᅉ࡚ࡋ㉳ࡿࡇస⏝࡚ࡋᐃ⩏ࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ᝈ�
ճࢱ࣮ࢹ㞟ᮇ㛫㸸1&'$࡚⏝ࡓࡗ࡞⬟ྍࡀᮇࠊࡾࡼ๓ྥࡁ ����ᖺ ��᭶࡛ࡲ�
�
�����㝖እᇶ‽�

1&'$ ࠸࡞࠸࡚ࢀࢃ࡞⾜ࡀ✚ࢱ࣮ࢹࠊࡾࡼ⏤⌮࡞ᢏ⾡ⓗࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ㎡㏥ࢆཧຍࡢ

ཬࠊࡧᮏ◊✲ᑐ࡚ࡋศᯒ࣭ゎᯒసᴗࡀ⤊ࡿࡍ๓ࢆࢺ࢘ࢺࣉ࢜⾲᫂ࡓࡋᝈ⪅ࡢ

�ࠋࡿࡍ㝖እࡣ

�
���୰Ṇᇶ‽�
�����ヨ㦂ࡢ୰Ṇ�
ほᐹ◊✲ྲྀࢱ࣮ࢹࠊࡵࡓࡢᚓⅬ࡛㸯࡚ࡋᚲせྲྀࡀࢱ࣮ࢹ࡞ᚓࡵࡓࡿࢀࡉ୰Ṇ࠸

�ࠋ࠸࡞ࡋᏑᅾࡣᴫᛕ࠺
�����㏣㊧⬟�
ほᐹ◊✲ྲྀࢱ࣮ࢹࠊࡵࡓࡢᚓⅬ࡛㸯࡚ࡋᚲせྲྀࡀࢱ࣮ࢹ࡞ᚓࡵࡓࡿࢀࡉ㏣㊧࠸

�ࠋ࠸࡞ࡋᏑᅾࡣᴫᛕ࠺
�
���ホ౯�
ձ◊✲ᑐ㇟ࡢࣥࢳࢡ࣡ࡿ࡞᥋✀㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ղ◊✲ᑐ㇟ࡿ࡞യࡢⓎ㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ᮇ㛫ู࣭ᆅᇦู࣭ᖺ㱋ศᕸูᐇ㸦Ⓨ㸧ᩘࢆ㞟ィࠊࡋᮏ⌮ᑂᰝࢆᐇࡢࡵࡓࡿࡍ

◊✲㈨㔠࡛ࠕࡿ࠶㛤Ⓨඃඛᗘࡢ㧗ࡢࣥࢳࢡ࣡࠸᭷ຠᛶ࣭㈇ⲴཬࡧᏳᛶ࣭ᛂࡢ

ホ౯㈨ࡿࡍ་⒪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡓ࠸⏝ࢆ➼ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅᵓ⠏㛵ࡿࡍ᥈⣴ⓗ◊✲ࠖ◊✲

ࡿ࠸࡚ࡋᐇ࡚ࡋ⾜୪࡚ࡋ✲◊ศᢸࡢู࡚࠸࠾⌜ ࡸ�ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣝࢼࣙࢩࢼ�%'1
�࠺⾜ࢆẚ㍑ࡢ✲◊ࡢ✀ྠ࡚ࡋࢫ࣮ࢯࢱ࣮ࢹࢆ',6)1
ճᛂࡢⓎ⏕㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ࡢ࡚࠸ࡘⓎࡢയࡿ࠺ࢀࡽ࠼⪄ࡀᛶ⬟ྍࡢᛂࠊሗࡿࡍ㛵✀᥋ࣥࢳࢡ࣡

ሗࡏࢃྜࡳ⤌ࢆᮇ㛫ู࣭ᆅᇦู࣭ᖺ㱋ศᕸูᩘࡢࡑ㢖ᗘ㛵࡚ࡋ㞟ィࠊࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ
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ࣥࢳࢡ࣡࠸㧗ࡢ㛤Ⓨඃඛᗘࠕࡿ࠶㈨㔠࡛✲◊ࡢࡵࡓࡿࡍᐇࢆᮏ⌮ᑂᰝࢱ࣮ࢹࡢࡑ

ࢹࡓ࠸⏝ࢆ➼ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅ་⒪ࡿࡍ㈨ホ౯ࡢᏳᛶ࣭ᛂࡧ᭷ຠᛶ࣭㈇Ⲵཬࡢ

ᐇ࡚ࡋ⾜୪࡚ࡋ✲◊ศᢸࡢู࡚࠸࠾⌜✲◊ࠖ✲◊᥈⣴ⓗࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮

ࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿࡍᚓ࡚㞟ࢆ༠ຊࡢ་ᖌࢆࢱ࣮ࢹࡢಙṔ୧᪉ཷ᥋✀Ṕࣥࢳࢡ࣡ࡿ࠸࡚ࡋ

�ࠋ࠺⾜ࢆẚ㍑ࡢ✲◊ࡢ✀ྠࡿ࠸࡚ࡋࢫ࣮ࢯࢱ࣮ࢹ
�
ᮏ◊✲ࡢࡑࠊ࡚࠸࠾┠ⓗࡀᏳᐃ࡚ࡋṇ☜࡞⤫ィࢆḟୡ௦་⒪ᇶ┙ἲᇶ࡙࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡃ

ࡢࢫ࣮ࢯࢱ࣮ࢹࡢࠊࡵࡓࡿ࠶࡛ࡇࡿࡍウ᳨ࢆࢡࢵࢪࣟ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀᢳฟࡢࡽࢫ

ẚ㍑࡚࠸࠾㞳࠸࡞ࡀᢳฟࡀ࠺ࡿࡁ࡛ࡀホ౯㡯┠ࡿ࡞�
�
���⤫ィ�
ձ◊✲ᑐ㇟ࡢࣥࢳࢡ࣡ࡿ࡞᥋✀㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ղ◊✲ᑐ㇟ࡿ࡞യࡢⓎ㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ᮇ㛫ู࣭ᆅᇦู࣭ᖺ㱋ศᕸูᐇ㸦Ⓨ㸧ᩘࢆ㞟ィࠊࡋᮏ⌮ᑂᰝࢆᐇࡢࡵࡓࡿࡍ

◊✲㈨㔠࡛ࠕࡿ࠶㛤Ⓨඃඛᗘࡢ㧗ࡢࣥࢳࢡ࣡࠸᭷ຠᛶ࣭㈇ⲴཬࡧᏳᛶ࣭ᛂࡢ

ホ౯㈨ࡿࡍ་⒪ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡓ࠸⏝ࢆ➼ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅᵓ⠏㛵ࡿࡍ᥈⣴ⓗ◊✲ࠖ◊✲

ࡿ࠸࡚ࡋᐇ࡚ࡋ⾜୪࡚ࡋ✲◊ศᢸࡢู࡚࠸࠾⌜ ࡸ�ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣝࢼࣙࢩࢼ�%'1
�࠺⾜ࢆẚ㍑ࡢ✲◊ࡢ✀ྠ࡚ࡋࢫ࣮ࢯࢱ࣮ࢹࢆ',6)1
ճᛂࡢⓎ⏕㛵ࡿࡍグ㏙⤫ィ�
ࡢ࡚࠸ࡘⓎࡢയࡿ࠺ࢀࡽ࠼⪄ࡀᛶ⬟ྍࡢᛂࠊሗࡿࡍ㛵✀᥋ࣥࢳࢡ࣡

ሗࡏࢃྜࡳ⤌ࢆᮇ㛫ู࣭ᆅᇦู࣭ᖺ㱋ศᕸูᩘࡢࡑ㢖ᗘ㛵࡚ࡋ㞟ィࠊࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ

ࣥࢳࢡ࣡࠸㧗ࡢ㛤Ⓨඃඛᗘࠕࡿ࠶㈨㔠࡛✲◊ࡢࡵࡓࡿࡍᐇࢆᮏ⌮ᑂᰝࢱ࣮ࢹࡢࡑ

ࢹࡓ࠸⏝ࢆ➼ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅ་⒪ࡿࡍ㈨ホ౯ࡢᏳᛶ࣭ᛂࡧ᭷ຠᛶ࣭㈇Ⲵཬࡢ

ᐇ࡚ࡋ⾜୪࡚ࡋ✲◊ศᢸࡢู࡚࠸࠾⌜✲◊ࠖ✲◊᥈⣴ⓗࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮

ࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿࡍᚓ࡚㞟ࢆ༠ຊࡢ་ᖌࢆࢱ࣮ࢹࡢಙṔ୧᪉ཷ᥋✀Ṕࣥࢳࢡ࣡ࡿ࠸࡚ࡋ

�ࠋ࠺⾜ࢆẚ㍑ࡢ✲◊ࡢ✀ྠࡿ࠸࡚ࡋࢫ࣮ࢯࢱ࣮ࢹ
�
㸯㹼㸱࡚࠸ࡘ୪⾜࡚ࡋᐇࡢࢱ࣮ࢹ✲◊ࡿ࠸࡚ࡋ㞳ࡀ࠸ࡁሙྜࠊࡣ㞳ࡢཎ

ᅉࢆㄪᰝࢱ࣮ࢹࠊࡋᢳฟࣟࢆࢡࢵࢪぢ┤࡚ࡋ㸰ᅇ┠ࠊ㸱ᅇ┠ࡢᢳฟ࡚࠸࠾ᗘࢱ࣮ࢹ

ᢳࡢࡽࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡃᇶ࡙ḟୡ௦་⒪ᇶ┙ἲࢆィ⤫࡞☜ṇ࡚ࡋᏳᐃࠊ࠸⾜ࢆẚ㍑ࡢ

ฟ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ⢭ᗘྥୖࢆᅗࠋࡃ࠸࡚ࡗ�
�

����ヨ㦂⟶⌮�

������つไせ௳⌮�

ᮏ◊✲ࠕࠊࡣ࡚࠸࠾ேࢆᑐ㇟ࡿࡍ་Ꮫ⣔◊✲㛵ࡿࡍ⌮ᣦ㔪ࠖᚑ࡚ࡗᐇࡇࡿࡍ
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�ࠋࡿࡍ⾜㐙ࢆ✲◊࡚ࡗᚑ௳つไせࡿࢀࡉ⏝㐺ࡢ࡚ࡧࡼ࠾ィ⏬᭩✲◊ࡓࡲࠊࡋ

������㈨㔠ࡧࡼ࠾┈┦�

ᮏ◊✲ࠊࡣᖹᡂ㸰�ᖺᗘཌ⏕ປാ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠㸦᪂ᆺࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ➼᪂⯆࣭⯆ឤ

ᰁ◊✲ᴗ�᪂⯆⯆ឤᰁཬࡧண㜵᥋✀ᨻ⟇᥎㐍◊✲ᴗ�㸧ࠕ㛤Ⓨඃඛᗘࡢ㧗ࢳࢡ࣡࠸

ࢹࡓ࠸⏝ࢆ➼ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅ་⒪ࡿࡍ㈨ホ౯ࡢᏳᛶ࣭ᛂࡧ᭷ຠᛶ࣭㈇Ⲵཬࡢࣥ

᥈⣴ⓗ◊✲㸦+㸱㸮Ɇ᪂⯆⾜ᨻɆ୍⯡Ɇ㸮㸮㸳㸧ࠖࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ �ࠋ࠺⾜ࢆ✲◊࡚ �

ᮏ◊✲ࠊ࡚࠸࠾グ㍕ࡁࡍ⤒῭ⓗ࡞┈㛵ಀࡸ┈┦ࠋ࠸࡞ࡣ�
������ㄝ᫂ྠព�

� ᅜ❧㝔ᶵᵓࡢᝈ⪅ࠊࡣ࡚࠸ࡘ༏ྡ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ᪤Ꮡሗࠊࡵࡓࡿ࡞✲◊ࡿ࠸⏝ࢆ

ᶅሗࡢ⏝┠ⓗ᪉ἲࠊᶆ⏝ࡿࡍሗࡢ㡯┠ࠊᶇ⏝ࡢࡢࡶࡿࡍ⠊ᅖࠊᶈሗࡢ⟶⌮

㈐௵⪅ࠊᶉሗࡢ⏝Ṇࡋ⏦ࡢฟࡅཷࡢධࠊࢀᶊ⏝Ṇࡋ⏦ࡢฟඛࢆᅜ❧㝔ᶵᵓࡢ

✲◊≉ࡵࡓࡿࡍ⏝ࢆࢱ࣮ࢹ᪤Ꮡࡓࢀࡉ༏ྡࠊࡣ௨እࢀࡑࠋࡿࡍ♧㛤ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍

ᑐ㇟⪅ྠࡢࡽពࡣᚓࠋ࠸࡞�

������◊✲ᑐ㇟⪅ࡢࢱ࣮ࢹಖㆤ�
ࠊƫࡣ࡚࠸ࡘ࠸ᢅࡾྲྀࡢࢱ࣮ࢹḟࠊᐇࡢ✲◊ ᐦಖᣢࠊሗ₃ὤ㜵Ṇ༑ศ㓄៖ࠊࡋ

Ᏻ⟶⌮ᥐ⨨ࢆㅮࠋࡿࡌᅜ❧㝔ᶵᵓᮏ㒊࡛㞟ࠊࡣ࡚࠸ࡘࢱ࣮ࢹ$'&1ࡿ࠸࡚ࡋᮏ㒊

ሗ࣒ࢸࢫࢩ⤫ᣓ㒊ࡢ⫋ဨࡾࡼศᯒᚲせࢆࡳࡢࢱ࣮ࢹࡿ࡞༏ྡ㸦ࡢ◊✲ᑐ㇟⪅

ࡍᐇࢆసᴗࡍฟࡾែ࡛ษ≦ࡓࡋຍᕤ㸧࠺ࡼ࠸࡞ࡁูุ࡛ࡕ┤ࡀࡿ࠶ヨᩱ࣭ሗ࡛ࡢ

ඹࡧ௦⾲⪅ཬ✲◊ࠊࡋື⛣ᅜ❧㝔ᶵᵓᮏ㒊ศᯒᐊࢆࡳࡢࢱ࣮ࢹࡢຍᕤᚋࠊᚋࡢࡑࠋࡿ

�ࠋࡿࡍἣ≦࡞⬟ྍ⏝ࡀ⪅✲◊ྠ

⌮ᣦ㔪ࠖࡿࡍ㛵✲◊་Ꮫ⣔ࡿࡍ㇟ᑐࢆேࠕࡿ࡞ᚲせ࡚ࡗࡓᙜ⏝✲◊ࠊࡓࡲ

➨ࡢ �❶➨ ࡢ�� ➨ࠊ���� ࡢ�� ࡿࡍཧຍ✲◊ᮏ�ࡁ⥆ᡭࡿࡌᛂࡵồࡿࡼつᐃࡢ����

ᣓ⤫࣒ࢸࢫࢩሗࠊࡵࡓࡿᅗࢆ�➼ᑐᛂࡢ⪅ᝈࡿ࠶ࡀⱞࡢࡑࡸ⪅ᝈ࠸࡞ࡋᢎㅙࢆࡇ

㒊࣒ࢸࢫࢩࡢ㛤Ⓨᑓ㛛⫋ࡗࡼ ࡓࢀࡉࡓ᪂ಶேࠕ࡚ ⾲ᑐᛂࡢ�', ࢆᑐᛂࡃ࡙ࡶࠖ

⪅✲◊ࠊࡋࡇࡿ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹࡢ༏ྡᚋࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜ⏝✲◊ࠊࡀࡿ࡞ࡇ࠺⾜

�ࡓࢀࡉࡓ᪂ಶேࠕ �ࠋࡿࡌㅮࢆ⨨Ᏻ⟶⌮ᥐ࡛ࡇ࠸࡞ࡋᥦ౪ࡣࠖ⾲ᑐᛂࡢ�',

� ሗࡿࡍ㝿ᐇࡢ✲◊ᮏࠊࡾ๎⌮ᣦ㔪ࠖࡿࡍ㛵✲◊་Ꮫ⣔ࡿࡍ㇟ᑐࢆேࠕ

ࡇࡿࡍཧຍ✲◊ᮏࠊࡓࡲࠋࡿࡍබ㛤࡚ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ᮏ㒊ࢆ�㡯ࡿࡍ㛵ಶேሗࡸ
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ࠊࡋࡇࡿฟࡋ⏦ཱྀ❆ࡢデ⒪ሗศᯒ㒊ࠊࡣ⪅ᝈࡿ࠶ࡀⱞࡢࡑࡸ⪅ᝈ࠸࡞ࡋᢎㅙࢆ

デ⒪ሗศᯒ㒊ࡣሗ࣒ࢸࢫࢩ⤫ᣓ㒊༠ຊࡢࡑࠊࡋᝈ⪅ࢆࢱ࣮ࢹࡢ๐㝖ࠋࡿࡍ�

������බ⾲㛵ྲྀࡿࡍỴࡵ�
ᮏ◊✲ࡢ⤖ᯝࠊࡣᖹᡂ㸰�ᖺᗘཌ⏕ປാ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠㸦᪂ᆺࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ➼᪂⯆࣭

⯆ឤᰁ◊✲ᴗ�᪂⯆⯆ឤᰁཬࡧண㜵᥋✀ᨻ⟇᥎㐍◊✲ᴗ�ࠕ㛤Ⓨඃඛᗘࡢ㧗࣡࠸

࠸⏝ࢆ➼ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅ་⒪ࡿࡍ㈨ホ౯ࡢᏳᛶ࣭ᛂࡧ᭷ຠᛶ࣭㈇Ⲵཬࡢࣥࢳࢡ

᥈⣴ⓗ◊✲㸦+㸱㸮Ɇ᪂⯆⾜ᨻɆ୍⯡Ɇ㸮㸮㸳㸧ࠖࡿࡍ㛵ᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡓ ሗ࿌᭩✲◊ࡢ

ཬࡧᏛ⾡ㄽᩥ࡚ࡋබ⾲ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶�
������ヨ㦂ࡢࢱ࣮ࢹᥦ౪�
ᮏ◊✲࡚࠸࠾ヨ㦂ࢆࢱ࣮ࢹᥦ౪࠸࡞ࢃ⾜ࡣࡇࡿࡍ�
�ရ㉁ಖドࡢࢱ࣮ࢹ������
ᮏ◊✲࡚࠸࠾⏝1ࡣࢱ࣮ࢹࡿࡍ&'$㐠⏝ሗ࣒ࢸࢫࢩ⤫ᣓ㒊ࢵ࢙ࢳࢱ࣮ࢹࡿࡼ

⾜ࢆ㏣ຍ࡛ရ㉁ಖドάືࡢࡵࡓࡢ✲◊ᮏࡀ⪅✲◊ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ᜏᖖⓗࡀࢡ

�ࠋ࠸࡞ࢃ
������ヨ㦂ࡢ᪩ᮇ୰Ṇ�
ほᐹ◊✲ྲྀࢱ࣮ࢹࠊࡵࡓࡢᚓⅬ࡛ྲྀࡀࢱ࣮ࢹࡢ࡚ࡍࡣ࡛ࡾࡓ࠶ᚓࡵࡓࡿࢀࡉ᪩ᮇ

୰Ṇ࠺࠸ᴫᛕࡣᏑᅾࠋ࠸࡞ࡋ�
������◊✲ᑐ㇟⪅ᑐࡿࡍ⿵ൾ�
ほᐹ◊✲࡛ධ�く࠸࡞ࢃ⾜ࡵࡓ࠸࡞ࡀ�
�✲◊࣒ࣀࢤ�������
ヱᙜࡋ࡞�
�������ᐇయไ�

���������◊✲௦⾲⪅�
ᇼཱྀ⿱ṇ�
ᅜ❧㝔ᶵᵓᮏ㒊� �デ⒪ሗศᯒ㒊࣮ࢱࣥࢭ✲◊ྜ⥲
ᴗົ㸸◊✲ィ⏬᭩᭱ࡢ⤊ᢎㄆࠊ࠸⾜ࢆ◊✲యࢆ⤫ᣓࠋࡿࡍ�

���������ணᐃᐇ་⒪ᶵ㛵ࡧࡼ࠾◊✲㈐௵⪅�
ᅜ❧㝔ᶵᵓᮏ㒊⥲ྜ◊✲࣮ࢱࣥࢭデ⒪ሗศᯒ㒊� ᇼཱྀ⿱ṇ�

���������ಶேሗ⟶⌮⪅�
ᅜ❧㝔ᶵᵓᮏ㒊⥲ྜ◊✲࣮ࢱࣥࢭデ⒪ሗศᯒ㒊� ᇼཱྀ� ⿱ṇ�
����ᩥ⊩�
���ண㜵᥋✀ᇶᮏィ⏬㸦ᖹᡂ㸰㸴ᖺ㸱᭶ཌ⏕ປാ┬࿌♧㸯㸰㸯ྕ㸧�
���ཌ⏕ປാ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠�ཌ⏕ປാ⾜ᨻ᥎㐍ㄪᰝᴗ㈝⿵ຓ㔠�㸦ཌ⏕ປാ⛉Ꮫ≉ู◊

✲ᴗ㸧�デ⒪ሗ㞟✚ᇶ┙㸦1&'$㸧ࠊࡓ࠸⏝ࢆࡢ�ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣥࣛࢫ࣮࣋ᵓ⠏

�᥈⣴ⓗ◊✲�ᖹᡂࡓ࠼ぢᤣࢆ⏝άࡢ⟇ண㜵᥋✀ ���ᖺᗘ�⥲ᣓ◊✲ሗ࿌᭩�
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����㘓�
ヱᙜࡋ࡞�
������␎ㄒ࣭⏝ㄒ�
1&'$࣭࣭ᅜ❧㝔ᶵᵓデ⒪ሗ㞟✚ᇶ┙ࠊࡇࡢᅜ❧㝔ᶵᵓࡀసᡂࢸࣝ࢝ࡿࡍሗࢆ

㞟ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡿࡍᣦࠋࡍ�
ཷࢆ་⒪ᶵ㛵ࡀᅜࠊࡣ㹌㹂㹀㸦1DWLRQDO�'DWDEDVH㸧࣭࣭�ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣝࢼࣙࢩࢼ�%'1

デࡓࡋ㝿ࠊ་⒪ᶵ㛵ࡽಖ㝤⪅ᑐ࡚ࡋⓎ⾜ࢺࣉࢭࣞࡿࢀࡉ㸦デ⒪ሗ㓘᫂⣽᭩㸧ࠊ��
ṓ௨ୖࢆᑐ㇟ࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜≉ᐃデ࣭ಖᣦᑟࡢ࡚ࡍࡢ⤖ᯝࢆ㞟࣋ࢱ࣮ࢹࡿ࠸࡚ࡋ

�ࢫ࣮
ឤᰁⓎ⏕ືྥㄪᰝ㸦1(6,'㸧࣭ ࣭ឤᰁࡢண㜵ཬࡧឤᰁࡢᝈ⪅ᑐࡿࡍ་⒪㛵ࡿࡍἲ

ᚊ➨ �� ᮲ࡽ➨ �� ᮲�ᇶ࡙ࡁᐇࡿ࠸࡚ࢀࡉឤᰁ㛵ࡿࡍ་ᖌ➼ࡢࡽሗ㞟�࣭
ᑓ㛛ᐙࡿࡼゎᯒ㸦ᚲせᛂࠊࡌឤᰁࡢⓎ⏕ࡢ≧ἣྥືࠊཬࡧཎᅉࢆ᫂ࡵࡓࡿࡍࡽ

�ㄪᰝࡢ
ḟୡ௦་⒪ᇶ┙ἲ࣭࣭���� ᖺ � ᭶ �� ᪥⾜ࠕࡓࢀࡉ་⒪ศ㔝ࡢ◊✲㛤Ⓨ㈨ࡵࡓࡿࡍ

ಶࢆ་⒪ሗࡢ⪅ᝈࡓࡋ㞟ࡽ་⒪ᶵ㛵ࡢᩘ「ࠊἲᚊ࡛ࠖࡿࡍ㛵༏ྡຍᕤ་⒪ሗࡢ

ேࡀ≉ᐃ࡛࠺ࡼ࠸࡞ࡁຍᕤࠊࡋ◊✲ᶵ㛵ࡸᴗᥦ౪ࡿ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍἲᚊ�
�
������ᶆ‽⒪࣭ࣥࣛࢻ࢞�
ヱᙜࡋ࡞�
�
�
�
�
�
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